
和
歌
山
の
歴
史
を
さ
わ
って
学
ぶ 

─
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に
つ
い
て
─

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
さ
わ
れ
る
文
化
財

レ
プ
リ
カ
や
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に
よ
っ
て
、
視

覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
博
物
館
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

見
え
る
人
も
、
見
え
な
い
人
も
、
見
え
に
く
い
人

も
、
だ
れ
も
が
楽
し
み
な
が
ら
和
歌
山
県
の
歴
史

に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
博
物
館
展
示
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
館
で
開
発
し
た
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
は
、
や

や
厚
み
の
あ
る
紙
に
文
字
と
写
真
を
カ
ラ
ー
印
刷

し
、
そ
の
印
刷
面
上
に
U‌

V
硬
化
透
明
樹
脂
イ
ン

ク
で
点
字
や
触
図
を
盛
り
上
げ
る
特
殊
な
印
刷
を

重
ね
た
本
で
す
。
原
則
と
し
て
見
開
き
の
片
側
の

ペ
ー
ジ
に
触
図
を
、
も
う
片
方
に
そ
の
内
容
を
説

明
し
た
文
を
配
置
し
、
文
章
を
読
み
な
が
ら
絵
の

内
容
を
さ
わ
っ
て
理
解
し
て
も
ら
う
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

点
字
と
墨
字
（
点
字
で
な
い
文
字
を
こ
の
よ
う

に
表
現
し
ま
す
）、
触
図
と
写
真
を
重
ね
て
製
作

す
る
た
め
、
そ
の
工
程
は
複
雑
で
す
。
文
章
は
触

図
を
少
し
で
も
読
み
取
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
作

り
、
点
訳
は
日
本
点
字
図
書
館
に
依
頼
し
て
正
確

さ
を
期
し
て
い
ま
す
。
触
図
部
分
は
立
体
コ
ピ
ー

（
熱
す
る
と
黒
色
部
分
の
み
膨
れ
る
特
殊
な
紙
に

よ
る
コ
ピ
ー
）
で
触
図
化
し
、
和
歌
山
県
立
和
歌

山
盲
学
校
の
教
員
に
実
際
に
さ
わ
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
修
正
を
重
ね
、
完
成
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

墨
字
と
写
真
、
点
字
と
触
図
の
両
方
の
情
報
が

一
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
見
え
る
人
と

見
え
な
い
人
が
い
っ
し
ょ
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
こ
の
本
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
平
成

22
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
『
仮
面
の
世
界
へ

ご
招
待
』、『
き
の
く
に
の
祈
り
』、『
未
来
へ
伝
え

る
私
た
ち
の
歴
史
』、『
文
化
財
の
魅
力
発
見
！
』、

『
世
界
遺
産
・
高
野
山
の
歴
史
』、『
絵
で
た
ど
る

熊
野
信
仰
の
歴
史
』、『
さ
わ
っ
て
学
ぶ
　
仏
像
の

基
礎
知
識
』、『
道
成
寺
縁
起
』、『
さ
わ
っ
て
読
み

解
く
那
智
参
詣
曼
荼
羅
』
の
9
冊
を
製
作
し
、
和

歌
山
県
内
の
す
べ
て
の
図
書
館
を
は
じ
め
、
近
畿

圏
の
主
要
な
点
字
図
書
館
、
盲
学
校
、
全
国
の
主

要
な
大
学
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
に
配
布
し
て
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
他
府
県
の
博
物
館
、
美
術

館
で
も
、
当
館
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
さ
わ
っ
て

読
む
図
録
作
り
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
2‌

0‌

1‌

9
年
9
月
1
日（
日
）〜
7
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
る
I‌

C‌

O‌

M
（
国
際
博
物
館
会

議
）
京
都
大
会
で
も
、
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
と
さ

わ
れ
る
文
化
財
レ
プ
リ
カ
製
作
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
予
定
で
す
。

江
戸
時
代
の
書

き
の
く
に
神
秘
の
仮
面

徳
川
頼
宣
と 

　

紀
伊
徳
川
家
の
名
宝

真
景
図

―
旅
す
る
画
家
が
見
た
風
景
―

南
葵
音
楽
文
庫
の
至
宝

高
野
山
麓
の
西
端
で

―
貴
志
川
流
域
の
文
化
財
―

仏
像
と
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し

―
守
り
伝
え
る
人
々
の
い
と
な
み
―

国
宝
・
古
神
宝
の
世
界

―
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―

き
の
く
に
の
歩
み

―
人
々
の
生
活
と
文
化
―

３
月
14
日（
土
）～

４
月
19
日（
日
）

２
月
１
日（
土
）～

３
月
８
日（
日
）

10
月
19
日（
土
）～

11
月
24
日（
日
）

８
月
31
日（
土
）～

10
月
６
日（
日
）

７
月
13
日（
土
）～

８
月
25
日（
日
）

６
月
８
日（
土
）～

７
月
７
日（
日
）

４
月
27
日（
土
）～

６
月
２
日（
日
）

３
月
９
日（
土
）～

４
月
21
日（
日
）

4
月
２
日（
火
）～

10
月
６
日（
日
）

2020
年
２
月
１
日（
土
）～

３
月
31
日（
火
）

和歌山県立博物館 No.24
2019.3

開館時間　 �午前 9時 30 分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
休 館 日　 �月曜日（祝休日の場合は翌平日）、年末年始。展示替えや改

修工事にともなって臨時休館する場合があります。詳
しくは博物館までお問い合わせください。

常設展企画展特別展徳川家入国
400年記念

特別展

企画展企画展 夏休み企画展企画展企画展 2‌

0‌

1‌

9
年
度
の
展
覧
会

お
知
ら
せ

◆�

主
要
な
作
品
を
イ
ヤ
ホ
ン
式
ガ
イ
ド
機
で
解
説
す
る
音
声
ガ
イ
ド
を
用

意
し
て
い
ま
す
（
一
般
二
○
○
円
、
高
校
生
以
下
一
○
○
円
）。
常
設
展
に

つ
い
て
は
、
上
級
コ
ー
ス
・
外
国
語
版
（
英
・
中
・
韓
）
も
あ
り
ま
す
。

◆�

博
物
館
で
は
、学
校
行
事
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、職
場
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
教
員
研
修
な
ど
、学
校
と
連
携
し
た
教
育
・
普
及
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
RL��http://w

w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

和歌山県立近代美術館 
（博物館となり）の展覧会

博物館の利用案内

入　　館　　料
至なんば

南海本線

●和歌山市役所

和歌山県立近代美術館

和歌山城和歌山県庁
●

至大阪

国道24号

至和歌山港

県
庁
前

至
新
宮

至
新
宮

J
R

き
の
く
に
線

至阪和道
和歌山I.C.

至王寺

JR
和歌山線

至天王寺
至奈良

J
R

阪
和
線

わかやま電鉄
貴志川線

けやき大通り

和歌山県立博物館N

和歌
山市

和
歌
山

国
道
42
号

三年坂通り

交　通

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩2分

※�高校生以下、65歳以上、障害者手帳の交付を受けて
いる方（同伴者を含む）、県内に在学中の外国人留学
生は無料です。

※企画展示室の展示替え期間中は常設展示のみとなります。

〈特別展 仏像と神像へのまなざし〉
� 〈常設展示も行っています〉

一　般 大学生
個������人 510円 300円
団������体 410円 250円

〈特別展 徳川頼宣と紀伊徳川家の名宝〉�
〈常設展示は行っていません〉

一　般 大学生
個������人 830円 520円
団������体 680円 410円

〈常設展・企画展〉�
一　般 大学生

個������人 280円 170円
団������体 220円 140円

和
歌
山
県
立
博
物
館
　
博
物
館
だ
よ
り
　
第
24
号

編　

集　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

〒
6
4
0
―
8
1
3
7　

和
歌
山
市
吹
上
一
丁
目
4
番
14
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
3
）
4
3
6
―
8
6
7
0

���http://w
w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

　

�

平
成
31
年
（
2
0
1
9
）
3
月
発
行　

熊
野
三
山
の一つ
と
し
て
古
来
信
仰
を
集
め
る
熊
野
速
玉
大
社
に
は
、天
皇
や
室
町
将
軍
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

た
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点
の「
古
神
宝
」
が
伝
わ
り
ま
す
。
神
々
に
捧
げ
ら
れ
、現
在
は
国
宝
と
も
な
っ
て
い
る
古
神
宝

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近
代
の
訪
れ
は
、仏
像
や
神
像
に
歴
史
と
美
術
と
い
う
新
た
な
ま
な
ざ
し
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、多
く
の
仏
像・神
像
は
地
域
住
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
日
々
の
祈
り
と
営
み
の
中
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
改
元
と
い
う
転
換
期
に
あ
た
り
、和
歌
山
を
代
表
す
る
仏
像・神
像
の
数
々
を
一
堂
に
会
し
、さ
ら
な
る
未
来

へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
の
こ
れ
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

か
つ
て
の
高
野
山
寺
領
の
西
端
に
位
置
す
る
貴
志
川
流
域（
紀
美
野
町・紀
の
川
市
貴
志
川
町
）に
は
、そ
の
地
域

の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、新
た
に
確
認
さ
れ
た
資
料
を
含
め
、寺
社・武
士・村

な
ど
の
特
徴
的
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

当
館
と
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
南
葵
音
楽
文
庫
の
資
料
群（
読
売
日
本
交
響
楽
団
蔵
）の
う
ち
、書

写
楽
譜・印
刷
音
譜
の
重
要
資
料
を
撰
ん
で
紹
介
し
ま
す
。
県
内
の
音
楽
教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、全
国
の
研
究
者・

音
楽
大
学
学
生
へ
も
広
報
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、現
地
を
旅
し
た
感
動
を
描
き
出
し
た「
真
景
図
」
と
呼
ば
れ
る
絵
が
現
れ
ま
す
。
こ
の

企
画
展
で
は
、滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
迎
え
、紀
伊
半
島
を
は
じ
め
全
国
の
景
勝
を
描
い
た
近

世
か
ら
近
代
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

徳
川
頼
宣
が
和
歌
山
に
入
国
し
て
4 

0�

0
年
の
節
目
に
行
う
こ
の
展
示
で
は
、当
館
と
和
歌
山
市
立
博
物
館
と

の
共
同
調
査
の
成
果
も
ふ
ま
え
、家
康
か
ら
譲
り
受
け
た
駿
河
御
分
物
を
は
じ
め
、頼
宣
や
頼
宣
ゆ
か
り
の
人
物（
母・

養
珠
院
、正
室・瑤
林
院
な
ど
）の
所
用
品
、紀
伊
徳
川
家
ゆ
か
り
の
寺
社
に
残
さ
れ
て
い
る
宝
物
、頼
宣
に
仕
え
た

家
臣
の
家
に
伝
来
し
た
資
料
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
県
に
は
、神
事
や
仏
事
、祭
礼
、芸
能
で
使
用
さ
れ
た
仮
面
が
多
数
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
仮
面
の
宗
教
的

機
能
に
着
目
し
な
が
ら
、和
歌
山
の
仮
面
が
語
る
地
域
の
歴
史
と
そ
の
造
形
的
魅
力
を
、乾
武
俊
氏
寄
贈
仮
面
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

駐 車 場　 
入館者

2時間まで 無　　料
以後 30 分ごと 100 円

　　　　 　※�大型バスでご利用の場合はお問い合わせ下さい。

まちなかの博物館・美術館をめぐろう！
和歌山市内５館（和歌山県立近代美術館、和歌山県立博物館、和歌山市立博物館、和歌山城天守閣、
わかやま歴史館）の相互割引制度がありますので、是非ご利用ください。

三
万
年
に
わ
た
る
き
の
く
に
―
和
歌
山
県
の
歴
史
を
、人
々
の
生
活
と
文
化
を
主
題
と
し
て
、七
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
け
て
、時
代
の
順
に
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
さ
わ
れ
る
レ
プ
リ
カ
」
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

特
別
展
「
徳
川
頼
宣
と
紀
伊
徳
川
家
の
名
宝
」の
開
催
期
間
中
は
、常
設
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
は
、藩
主・武
士
だ
け
で
な
く
、農
民・町
人
に
至
る
ま
で「
手
習
い
」
＝
書
道
教
育
の
効
果
が
及
び
、

ま
た
そ
れ
を
漢
詩
文
な
ど
の
作
品
に
昇
華
す
る
こ
と
も
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、江
戸
時
代・
き
の
く

に
の
人
び
と
の
書
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
26
日（
火
）～
１
月
31
日（
金
）は
、
展
示
室
内
照
明
改
修
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

企
画
展
「LO

V
E （your

） LIFE !　

ま
い
に
ち
が
ア
ー
ト
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
4
月
27
日（
土
）～
6
月
30
日（
日
）

特
別
展�

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
シ
ー
ン

　
　
　
　

 

─
ロ
ス
コ
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
か
ら
草
間
彌
生
、
バ
ス
キ
ア
ま
で
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
6
月
8
日（
土
）～
9
月
1
日（
日
）

企
画
展
「
な
つ
や
す
み
の
美
術
館
9　

水
と
美
術 featuring 

坂
井
淑
恵
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
7
月
9
日（
火
）～
9
月
8
日（
日
）

企
画
展
「
時
代
の
転
換
と
美
術　

大
正
と
そ
の
前
後
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
9
月
18
日（
水
）～
10
月
20
日（
日
）

特
別
展
「
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
11
月
2
日（
土
）～
12
月
15
日（
日
）

最新のさわって読む図録
（『さわって読み解く那智参詣曼荼羅』）

墨字・写真と点字・触図の重なり（『世界遺産・高野山の歴史』）



徳川頼宣像　館蔵

特
別
展
　
仏
像
と
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し

　
　
　
　

│
守
り
伝
え
る
人
々
の
い
と
な
み
│

　

４
月
27
日（
土
）～
６
月
2
日（
日
）　

明
治
元
年（
1‌

8‌
6‌
8
）に
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離

令
は
、
全
国
で
仏
像
や
神
像
の
安
置
場
所
の
変
更
や
、

廃
仏
毀
釈
と
呼
ば
れ
る
仏
教
関
係
資
料
の
破
壊
や
散

逸
に
つ
な
が
る
大
き
な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
21
年（
1‌

8‌

8‌

8
）の
臨
時
全
国
宝
物

取
調
局
に
よ
る
寺
社
の
宝
物
鑑
査
、明
治
30
年

（
1‌

8‌

9‌

7
）の
古
社
寺
保
存
法
の
施
行
と
国
宝
指
定

に
よ
り
、「
歴
史
の
証
徴
」「
美
術
の
模
範
」と
し
て
保

護
を
行
う
制
度
が
か
た
ち
作
ら
れ
ま
し
た
。
近
代
の

訪
れ
は
、仏
像
や
神
像
を
見
つ
め
る
上
で
歴
史
と
美

術
と
い
う
新
た
な
ま
な
ざ
し
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
ま
な
ざ
し
の
転
換
を
経
て
、
な
お
、
そ

れ
で
も
仏
像
や
神
像
は
、
寺
院
や
神
社
、
そ
し
て
地

域
住
民
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
、

徳
川
家
入
国
４
０
０
年
記
念
特
別
展

「
徳
川
頼よ

り

宣の
ぶ

と
紀
伊
徳
川
家
の
名
宝
」

10
月
19
日（
土
）～
11
月
24
日（
日
）　

慶
長
19
年（
1‌

6‌

1‌

4
）〜
20
年
の
大
坂
の
陣
に
よ

っ
て
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
、
名
実
と
も
徳
川
氏
の
時
代

が
始
ま
り
ま
す
。
5
年
後
の
元
和
5
年（
1‌

6‌

1‌

9
）、

浅
野
家
に
代
わ
っ
て
、
徳
川
家
康
の
10
男
で
あ
る
頼

宣（
1‌

6‌

0‌

2
〜
1‌

6‌

7‌

1
）が
和
歌
山
に
入
国
し
、

紀
伊
藩
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
紀
伊
徳

川
家
は
、
紀
伊
国
を
中
心
に
55
万
5‌

0‌

0‌

0
石
の
所

領
を
有
す
る
有
力
大
名
と
し
て
紀
伊
藩
の
政
治
を
つ

か
さ
ど
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
紀
伊
徳
川
家
は
、

御
三
家
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
幕
府
徳
川
将
軍
家
の

政
治
の
一
翼
を
担
う
立
場
に
も
あ
り
ま
し
た
。

2‌

0‌

1‌

9
年
は
、
徳
川
頼
宣
が
和
歌
山
に
入
国
し

て
4‌

0‌

0
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
記

念
の
年
に
、
特
別
展
「
徳
川
頼
宣
と
紀
伊
徳
川
家
の

名
宝
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
覧
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

当
館
と
和
歌
山
市
立
博
物
館
と
が
共
同
で
頼
宣
関
連

資
料
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

ま
た
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど

の
要
因
に
よ
り
、
寺
社
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
地
域
が
増
え
、
仏
像
の

盗
難
被
害
の
増
加
と
い
う

危
機
に
も
直
面
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
継
承
へ
の
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
特
別
展
で
は
、
人‌

々
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
、
和
歌
山

の
仏
像
や
神
像
の
数
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
文
化
財

保
護
法
の
改
正
、
そ
し
て

改
元
と
い
う
時
代
の
転
換

期
に
あ
た
り
、
守
り
伝
え

て
き
た
人
々
の
い
と
な
み

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

家
康
の
晩
年
で
あ
る
慶
長
7
年（
1‌

6‌

0‌

2
）に
伏

見
で
生
ま
れ
た
頼
宣
は
、
父
・
家
康
と
行
動
を
と
も

に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
元
和
2
年

（
1‌

6‌

1‌

6
）に
亡
く
な
っ
た
家
康
の
所
用
品
を
兄
義

直
・
弟
頼
房
と
と
も
に
譲
り
受
け
ま
し
た
。
頼
宣
が

譲
り
う
け
た
駿
河
御
分
物
は
、
紀
州
東
照
宮
に
寄
進

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
州
東
照
宮
や
紀
伊
徳
川
家

の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
長
保
寺
に
は
頼
宣
ゆ
か
り
の
品
が

残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
紹
介
し
ま
す
。

頼
宣
は
、
熊
野
三
山
へ
の
社
参
、
湯
崎
温
泉（
白
浜

温
泉
）や
湯
ノ
峯
温
泉
へ
の
湯
治
な
ど
で
、
領
内
を
巡

覧
す
る
こ
と
も
あ
り
、
訪
れ
た
社
寺
の
修
復
を
お
こ

仏
像
と
神
像
を
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
の
、

こ
れ
か
ら
の
ま
な
ざ
し
を
考
え
る
機
会
と
い
た
し
ま

す
。

な
っ
た
り
、
什
物
を
寄
進
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
寛

永
11
年（
1‌

6‌

3‌

5
）に
は
熊
野
本
宮
大
社
に
金
剛
盤

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
頼
宣
の
母
・
養よ

う

珠じ
ゅ

院い
ん（
お
万
の

方
）、
正
室
・
瑤よ

う

林り
ん

院い
ん（
八
十
姫
）、
頼
宣
の
跡
を
継

い
で
二
代
藩
主
と
な
っ
た
息
子
・
光み

つ

貞さ
だ

、
そ
の
弟
で

西
条
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
た
頼よ

り

純ず
み

、
こ
う
し
た
頼
宣

ゆ
か
り
の
人
物
や
頼
宣
に
仕
え
た
家
臣
の
家
に
伝
来

し
た
資
料
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

こ
う
し
た
資
料
か
ら
、
2‌

5‌

0
年
続
い
た
紀
伊
藩

の
政
治
や
文
化
の
礎
と
な
っ
た
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣

の
事
績
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

県
立
博
物
館
で
は
、
歴
史
や
文
化
財
に
強

い
興
味
を
も
っ
て
い
る
子
供
を
対
象
に
、
特

別
な
授
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
県
立
博
物
館
の
常
設
展
を
素
材
と
し

て
、
き
の
く
に
─
和
歌
山
県
の
歴
史
や
文
化

財
に
つ
い
て
、
詳
し
く
学
び
ま
す
。
研
究
の

最
前
線
に
い
る
学
芸
員
の
話
を
間
近
に
聞
く

だ
け
で
な
く
、
実
物
の
文
化
財
に
も
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

対
象
： 

和
歌
山
県
内
に
在
学
す
る
中
学
生
・

小
学
生（
高
学
年
）

定
員
：
20
人（
先
着
）

回
数
・ 

期
間
：
７
回
／
12
月
～
3
月
の
休
日 

13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
和
歌
山
県
立
博
物
館

申
込
・
問
合
せ
：
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
課 

電
話
：
０
７
３
（
４
３
６
）
８
６
８
４

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

夏
休
み
企
画
展

南な
ん
き葵
音
楽
文
庫
の
至
宝

　

7
月
13
日（
土
）～
8
月
25
日（
日
）

和
歌
山
県
立
図
書
館
と
和
歌
山
県
立
博
物

館
に
は
、
紀
伊
徳
川
家
16
代
当
主
・
頼よ

り

貞さ
だ

（
１
８
９
２
～
１
９
５
４
）
が
収
集
し
た
西

洋
の
楽
譜
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
南
葵
音
楽
文

庫
」
の
資
料
約
2
万
点
が
、
所
蔵
者
の
読
売

日
本
交
響
楽
団
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
書
写
楽
譜
（
作
曲
家
の

自
筆
楽
譜
を
含
む
）
や
印
刷
楽
譜
の
中
か
ら
、

と
く
に
貴
重
な
資
料
を
選
ん
で
紹
介
・
展
示

し
ま
す
。

重要文化財 紺地宝尽小紋小袖（家康所用） 紀州東照宮蔵

重要文化財 太刀 銘安綱 附 糸巻太刀拵（頼宣奉納） 紀州東照宮蔵

金剛盤　館蔵 和歌山県指定文化財 縹糸威胴丸具足（頼宣所用） 紀州東照宮蔵

ヘンデル オペラ《ムツィオ･シェーヴォラ》（筆写楽譜）パーセル オペラ《ディドとエネアス》（筆写楽譜）

重要文化財 大日如来坐像　有田市蔵 和歌山県指定文化財 十一面観音立像　名杭観音講蔵

国宝 熊野速玉大神坐像　熊野速玉大社蔵

「
け
ん
ぱ
く
・
こ
ど
も
ゼ
ミ
」

参
加
者
募
集
！

あ
つ
ま
れ
！

歴
史
マ
ニ
ア
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特
別
展
　
仏
像
と
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し

　
　
　
　

│
守
り
伝
え
る
人
々
の
い
と
な
み
│

　

４
月
27
日（
土
）～
６
月
2
日（
日
）　

明
治
元
年（
1‌

8‌

6‌

8
）に
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離

令
は
、
全
国
で
仏
像
や
神
像
の
安
置
場
所
の
変
更
や
、

廃
仏
毀
釈
と
呼
ば
れ
る
仏
教
関
係
資
料
の
破
壊
や
散

逸
に
つ
な
が
る
大
き
な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
21
年（
1‌

8‌

8‌

8
）の
臨
時
全
国
宝
物

取
調
局
に
よ
る
寺
社
の
宝
物
鑑
査
、明
治
30
年

（
1‌

8‌

9‌

7
）の
古
社
寺
保
存
法
の
施
行
と
国
宝
指
定

に
よ
り
、「
歴
史
の
証
徴
」「
美
術
の
模
範
」と
し
て
保

護
を
行
う
制
度
が
か
た
ち
作
ら
れ
ま
し
た
。
近
代
の

訪
れ
は
、仏
像
や
神
像
を
見
つ
め
る
上
で
歴
史
と
美

術
と
い
う
新
た
な
ま
な
ざ
し
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
ま
な
ざ
し
の
転
換
を
経
て
、
な
お
、
そ

れ
で
も
仏
像
や
神
像
は
、
寺
院
や
神
社
、
そ
し
て
地

域
住
民
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
、

徳
川
家
入
国
４
０
０
年
記
念
特
別
展

「
徳
川
頼よ

り

宣の
ぶ

と
紀
伊
徳
川
家
の
名
宝
」

10
月
19
日（
土
）～
11
月
24
日（
日
）　

慶
長
19
年（
1‌
6‌
1‌
4
）〜
20
年
の
大
坂
の
陣
に
よ

っ
て
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
、
名
実
と
も
徳
川
氏
の
時
代

が
始
ま
り
ま
す
。
5
年
後
の
元
和
5
年（
1‌

6‌

1‌

9
）、

浅
野
家
に
代
わ
っ
て
、
徳
川
家
康
の
10
男
で
あ
る
頼

宣（
1‌

6‌

0‌

2
〜
1‌

6‌

7‌

1
）が
和
歌
山
に
入
国
し
、

紀
伊
藩
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
紀
伊
徳

川
家
は
、
紀
伊
国
を
中
心
に
55
万
5‌

0‌

0‌

0
石
の
所

領
を
有
す
る
有
力
大
名
と
し
て
紀
伊
藩
の
政
治
を
つ

か
さ
ど
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
紀
伊
徳
川
家
は
、

御
三
家
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
幕
府
徳
川
将
軍
家
の

政
治
の
一
翼
を
担
う
立
場
に
も
あ
り
ま
し
た
。

2‌

0‌

1‌

9
年
は
、
徳
川
頼
宣
が
和
歌
山
に
入
国
し

て
4‌

0‌

0
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
記

念
の
年
に
、
特
別
展
「
徳
川
頼
宣
と
紀
伊
徳
川
家
の

名
宝
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
覧
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

当
館
と
和
歌
山
市
立
博
物
館
と
が
共
同
で
頼
宣
関
連

資
料
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

ま
た
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど

の
要
因
に
よ
り
、
寺
社
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
地
域
が
増
え
、
仏
像
の

盗
難
被
害
の
増
加
と
い
う

危
機
に
も
直
面
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
継
承
へ
の
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
特
別
展
で
は
、
人‌

々
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
、
和
歌
山

の
仏
像
や
神
像
の
数
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
文
化
財

保
護
法
の
改
正
、
そ
し
て

改
元
と
い
う
時
代
の
転
換

期
に
あ
た
り
、
守
り
伝
え

て
き
た
人
々
の
い
と
な
み

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

家
康
の
晩
年
で
あ
る
慶
長
7
年（
1‌

6‌

0‌

2
）に
伏

見
で
生
ま
れ
た
頼
宣
は
、
父
・
家
康
と
行
動
を
と
も

に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
元
和
2
年

（
1‌
6‌
1‌

6
）に
亡
く
な
っ
た
家
康
の
所
用
品
を
兄
義

直
・
弟
頼
房
と
と
も
に
譲
り
受
け
ま
し
た
。
頼
宣
が

譲
り
う
け
た
駿
河
御
分
物
は
、
紀
州
東
照
宮
に
寄
進

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
州
東
照
宮
や
紀
伊
徳
川
家

の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
長
保
寺
に
は
頼
宣
ゆ
か
り
の
品
が

残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
紹
介
し
ま
す
。

頼
宣
は
、
熊
野
三
山
へ
の
社
参
、
湯
崎
温
泉（
白
浜

温
泉
）や
湯
ノ
峯
温
泉
へ
の
湯
治
な
ど
で
、
領
内
を
巡

覧
す
る
こ
と
も
あ
り
、
訪
れ
た
社
寺
の
修
復
を
お
こ

仏
像
と
神
像
を
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
の
、

こ
れ
か
ら
の
ま
な
ざ
し
を
考
え
る
機
会
と
い
た
し
ま

す
。

な
っ
た
り
、
什
物
を
寄
進
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
寛

永
11
年（
1‌

6‌

3‌

5
）に
は
熊
野
本
宮
大
社
に
金
剛
盤

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
頼
宣
の
母
・
養よ

う

珠じ
ゅ

院い
ん（
お
万
の

方
）、
正
室
・
瑤よ

う

林り
ん

院い
ん（
八
十
姫
）、
頼
宣
の
跡
を
継

い
で
二
代
藩
主
と
な
っ
た
息
子
・
光み

つ

貞さ
だ

、
そ
の
弟
で

西
条
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
た
頼よ

り

純ず
み

、
こ
う
し
た
頼
宣

ゆ
か
り
の
人
物
や
頼
宣
に
仕
え
た
家
臣
の
家
に
伝
来

し
た
資
料
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

こ
う
し
た
資
料
か
ら
、
2‌

5‌

0
年
続
い
た
紀
伊
藩

の
政
治
や
文
化
の
礎
と
な
っ
た
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣

の
事
績
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

県
立
博
物
館
で
は
、
歴
史
や
文
化
財
に
強

い
興
味
を
も
っ
て
い
る
子
供
を
対
象
に
、
特

別
な
授
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
県
立
博
物
館
の
常
設
展
を
素
材
と
し

て
、
き
の
く
に
─
和
歌
山
県
の
歴
史
や
文
化

財
に
つ
い
て
、
詳
し
く
学
び
ま
す
。
研
究
の

最
前
線
に
い
る
学
芸
員
の
話
を
間
近
に
聞
く

だ
け
で
な
く
、
実
物
の
文
化
財
に
も
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

対
象
： 

和
歌
山
県
内
に
在
学
す
る
中
学
生
・

小
学
生（
高
学
年
）

定
員
：
20
人（
先
着
）

回
数
・ 

期
間
：
７
回
／
12
月
～
3
月
の
休
日 

13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
和
歌
山
県
立
博
物
館

申
込
・
問
合
せ
：
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
課 

電
話
：
０
７
３
（
４
３
６
）
８
６
８
４

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

夏
休
み
企
画
展

南な
ん
き葵
音
楽
文
庫
の
至
宝

　

7
月
13
日（
土
）～
8
月
25
日（
日
）

和
歌
山
県
立
図
書
館
と
和
歌
山
県
立
博
物

館
に
は
、
紀
伊
徳
川
家
16
代
当
主
・
頼よ

り

貞さ
だ

（
１
８
９
２
～
１
９
５
４
）
が
収
集
し
た
西

洋
の
楽
譜
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
南
葵
音
楽
文

庫
」
の
資
料
約
2
万
点
が
、
所
蔵
者
の
読
売

日
本
交
響
楽
団
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
書
写
楽
譜
（
作
曲
家
の

自
筆
楽
譜
を
含
む
）
や
印
刷
楽
譜
の
中
か
ら
、

と
く
に
貴
重
な
資
料
を
選
ん
で
紹
介
・
展
示

し
ま
す
。

重要文化財 紺地宝尽小紋小袖（家康所用） 紀州東照宮蔵

重要文化財 太刀 銘安綱 附 糸巻太刀拵（頼宣奉納） 紀州東照宮蔵

金剛盤　館蔵 和歌山県指定文化財 縹糸威胴丸具足（頼宣所用） 紀州東照宮蔵

ヘンデル オペラ《ムツィオ･シェーヴォラ》（筆写楽譜）パーセル オペラ《ディドとエネアス》（筆写楽譜）

重要文化財 大日如来坐像　有田市蔵 和歌山県指定文化財 十一面観音立像　名杭観音講蔵

国宝 熊野速玉大神坐像　熊野速玉大社蔵

「
け
ん
ぱ
く
・
こ
ど
も
ゼ
ミ
」

参
加
者
募
集
！

あ
つ
ま
れ
！

歴
史
マ
ニ
ア



和
歌
山
の
歴
史
を
さ
わ
って
学
ぶ 

─
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に
つ
い
て
─

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
さ
わ
れ
る
文
化
財

レ
プ
リ
カ
や
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に
よ
っ
て
、
視

覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
博
物
館
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

見
え
る
人
も
、
見
え
な
い
人
も
、
見
え
に
く
い
人

も
、
だ
れ
も
が
楽
し
み
な
が
ら
和
歌
山
県
の
歴
史

に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
博
物
館
展
示
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
館
で
開
発
し
た
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
は
、
や

や
厚
み
の
あ
る
紙
に
文
字
と
写
真
を
カ
ラ
ー
印
刷

し
、
そ
の
印
刷
面
上
に
U‌

V
硬
化
透
明
樹
脂
イ
ン

ク
で
点
字
や
触
図
を
盛
り
上
げ
る
特
殊
な
印
刷
を

重
ね
た
本
で
す
。
原
則
と
し
て
見
開
き
の
片
側
の

ペ
ー
ジ
に
触
図
を
、
も
う
片
方
に
そ
の
内
容
を
説

明
し
た
文
を
配
置
し
、
文
章
を
読
み
な
が
ら
絵
の

内
容
を
さ
わ
っ
て
理
解
し
て
も
ら
う
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

点
字
と
墨
字
（
点
字
で
な
い
文
字
を
こ
の
よ
う

に
表
現
し
ま
す
）、
触
図
と
写
真
を
重
ね
て
製
作

す
る
た
め
、
そ
の
工
程
は
複
雑
で
す
。
文
章
は
触

図
を
少
し
で
も
読
み
取
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
作

り
、
点
訳
は
日
本
点
字
図
書
館
に
依
頼
し
て
正
確

さ
を
期
し
て
い
ま
す
。
触
図
部
分
は
立
体
コ
ピ
ー

（
熱
す
る
と
黒
色
部
分
の
み
膨
れ
る
特
殊
な
紙
に

よ
る
コ
ピ
ー
）
で
触
図
化
し
、
和
歌
山
県
立
和
歌

山
盲
学
校
の
教
員
に
実
際
に
さ
わ
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
修
正
を
重
ね
、
完
成
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

墨
字
と
写
真
、
点
字
と
触
図
の
両
方
の
情
報
が

一
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
見
え
る
人
と

見
え
な
い
人
が
い
っ
し
ょ
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
こ
の
本
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
平
成

22
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
『
仮
面
の
世
界
へ

ご
招
待
』、『
き
の
く
に
の
祈
り
』、『
未
来
へ
伝
え

る
私
た
ち
の
歴
史
』、『
文
化
財
の
魅
力
発
見
！
』、

『
世
界
遺
産
・
高
野
山
の
歴
史
』、『
絵
で
た
ど
る

熊
野
信
仰
の
歴
史
』、『
さ
わ
っ
て
学
ぶ
　
仏
像
の

基
礎
知
識
』、『
道
成
寺
縁
起
』、『
さ
わ
っ
て
読
み

解
く
那
智
参
詣
曼
荼
羅
』
の
9
冊
を
製
作
し
、
和

歌
山
県
内
の
す
べ
て
の
図
書
館
を
は
じ
め
、
近
畿

圏
の
主
要
な
点
字
図
書
館
、
盲
学
校
、
全
国
の
主

要
な
大
学
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
に
配
布
し
て
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
他
府
県
の
博
物
館
、
美
術

館
で
も
、
当
館
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
さ
わ
っ
て

読
む
図
録
作
り
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
2‌

0‌

1‌

9
年
9
月
1
日（
日
）〜
7
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
る
I‌

C‌

O‌

M
（
国
際
博
物
館
会

議
）
京
都
大
会
で
も
、
さ
わ
っ
て
読
む
図
録
と
さ

わ
れ
る
文
化
財
レ
プ
リ
カ
製
作
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
予
定
で
す
。

江
戸
時
代
の
書

き
の
く
に
神
秘
の
仮
面

徳
川
頼
宣
と 

　

紀
伊
徳
川
家
の
名
宝

真
景
図

―
旅
す
る
画
家
が
見
た
風
景
―

南
葵
音
楽
文
庫
の
至
宝

高
野
山
麓
の
西
端
で

―
貴
志
川
流
域
の
文
化
財
―

仏
像
と
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し

―
守
り
伝
え
る
人
々
の
い
と
な
み
―

国
宝
・
古
神
宝
の
世
界

―
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―

き
の
く
に
の
歩
み

―
人
々
の
生
活
と
文
化
―

３
月
14
日（
土
）～

４
月
19
日（
日
）

２
月
１
日（
土
）～

３
月
８
日（
日
）

10
月
19
日（
土
）～

11
月
24
日（
日
）

８
月
31
日（
土
）～

10
月
６
日（
日
）

７
月
13
日（
土
）～

８
月
25
日（
日
）

６
月
８
日（
土
）～

７
月
７
日（
日
）

４
月
27
日（
土
）～

６
月
２
日（
日
）

３
月
９
日（
土
）～

４
月
21
日（
日
）

4
月
２
日（
火
）～

10
月
６
日（
日
）

2020
年
２
月
１
日（
土
）～

３
月
31
日（
火
）

和歌山県立博物館 No.24
2019.3

開館時間　 �午前 9時 30 分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
休 館 日　 �月曜日（祝休日の場合は翌平日）、年末年始。展示替えや改

修工事にともなって臨時休館する場合があります。詳
しくは博物館までお問い合わせください。

常設展企画展特別展徳川家入国
400年記念

特別展

企画展企画展 夏休み企画展企画展企画展 2‌
0‌

1‌

9
年
度
の
展
覧
会

お
知
ら
せ

◆�

主
要
な
作
品
を
イ
ヤ
ホ
ン
式
ガ
イ
ド
機
で
解
説
す
る
音
声
ガ
イ
ド
を
用

意
し
て
い
ま
す
（
一
般
二
○
○
円
、
高
校
生
以
下
一
○
○
円
）。
常
設
展
に

つ
い
て
は
、
上
級
コ
ー
ス
・
外
国
語
版
（
英
・
中
・
韓
）
も
あ
り
ま
す
。

◆�

博
物
館
で
は
、学
校
行
事
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、職
場
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
教
員
研
修
な
ど
、学
校
と
連
携
し
た
教
育
・
普
及
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
RL��http://w

w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

和歌山県立近代美術館 
（博物館となり）の展覧会

博物館の利用案内

入　　館　　料
至なんば

南海本線

●和歌山市役所

和歌山県立近代美術館

和歌山城和歌山県庁
●

至大阪

国道24号

至和歌山港

県
庁
前

至
新
宮

至
新
宮

J
R

き
の
く
に
線

至阪和道
和歌山I.C.

至王寺

JR
和歌山線

至天王寺
至奈良

J
R

阪
和
線

わかやま電鉄
貴志川線

けやき大通り

和歌山県立博物館N

和歌
山市

和
歌
山

国
道
42
号

三年坂通り

交　通

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩2分

※�高校生以下、65歳以上、障害者手帳の交付を受けて
いる方（同伴者を含む）、県内に在学中の外国人留学
生は無料です。

※企画展示室の展示替え期間中は常設展示のみとなります。

〈特別展 仏像と神像へのまなざし〉
� 〈常設展示も行っています〉

一　般 大学生
個������人 510円 300円
団������体 410円 250円

〈特別展 徳川頼宣と紀伊徳川家の名宝〉�
〈常設展示は行っていません〉

一　般 大学生
個������人 830円 520円
団������体 680円 410円

〈常設展・企画展〉�
一　般 大学生

個������人 280円 170円
団������体 220円 140円

和
歌
山
県
立
博
物
館
　
博
物
館
だ
よ
り
　
第
24
号

編　

集　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

〒
6
4
0
―
8
1
3
7　

和
歌
山
市
吹
上
一
丁
目
4
番
14
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
3
）
4
3
6
―
8
6
7
0

���http://w
w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

　

�

平
成
31
年
（
2
0
1
9
）
3
月
発
行　

熊
野
三
山
の一つ
と
し
て
古
来
信
仰
を
集
め
る
熊
野
速
玉
大
社
に
は
、天
皇
や
室
町
将
軍
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

た
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点
の「
古
神
宝
」
が
伝
わ
り
ま
す
。
神
々
に
捧
げ
ら
れ
、現
在
は
国
宝
と
も
な
っ
て
い
る
古
神
宝

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近
代
の
訪
れ
は
、仏
像
や
神
像
に
歴
史
と
美
術
と
い
う
新
た
な
ま
な
ざ
し
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、多
く
の
仏
像・神
像
は
地
域
住
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
日
々
の
祈
り
と
営
み
の
中
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
改
元
と
い
う
転
換
期
に
あ
た
り
、和
歌
山
を
代
表
す
る
仏
像・神
像
の
数
々
を
一
堂
に
会
し
、さ
ら
な
る
未
来

へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
の
こ
れ
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

か
つ
て
の
高
野
山
寺
領
の
西
端
に
位
置
す
る
貴
志
川
流
域（
紀
美
野
町・紀
の
川
市
貴
志
川
町
）に
は
、そ
の
地
域

の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、新
た
に
確
認
さ
れ
た
資
料
を
含
め
、寺
社・武
士・村

な
ど
の
特
徴
的
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

当
館
と
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
南
葵
音
楽
文
庫
の
資
料
群（
読
売
日
本
交
響
楽
団
蔵
）の
う
ち
、書

写
楽
譜・印
刷
音
譜
の
重
要
資
料
を
撰
ん
で
紹
介
し
ま
す
。
県
内
の
音
楽
教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、全
国
の
研
究
者・

音
楽
大
学
学
生
へ
も
広
報
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、現
地
を
旅
し
た
感
動
を
描
き
出
し
た「
真
景
図
」
と
呼
ば
れ
る
絵
が
現
れ
ま
す
。
こ
の

企
画
展
で
は
、滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
迎
え
、紀
伊
半
島
を
は
じ
め
全
国
の
景
勝
を
描
い
た
近

世
か
ら
近
代
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

徳
川
頼
宣
が
和
歌
山
に
入
国
し
て
4 

0�

0
年
の
節
目
に
行
う
こ
の
展
示
で
は
、当
館
と
和
歌
山
市
立
博
物
館
と

の
共
同
調
査
の
成
果
も
ふ
ま
え
、家
康
か
ら
譲
り
受
け
た
駿
河
御
分
物
を
は
じ
め
、頼
宣
や
頼
宣
ゆ
か
り
の
人
物（
母・

養
珠
院
、正
室・瑤
林
院
な
ど
）の
所
用
品
、紀
伊
徳
川
家
ゆ
か
り
の
寺
社
に
残
さ
れ
て
い
る
宝
物
、頼
宣
に
仕
え
た

家
臣
の
家
に
伝
来
し
た
資
料
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
県
に
は
、神
事
や
仏
事
、祭
礼
、芸
能
で
使
用
さ
れ
た
仮
面
が
多
数
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
仮
面
の
宗
教
的

機
能
に
着
目
し
な
が
ら
、和
歌
山
の
仮
面
が
語
る
地
域
の
歴
史
と
そ
の
造
形
的
魅
力
を
、乾
武
俊
氏
寄
贈
仮
面
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

駐 車 場　 
入館者

2時間まで 無　　料
以後 30 分ごと 100 円

　　　　 　※�大型バスでご利用の場合はお問い合わせ下さい。

まちなかの博物館・美術館をめぐろう！
和歌山市内５館（和歌山県立近代美術館、和歌山県立博物館、和歌山市立博物館、和歌山城天守閣、
わかやま歴史館）の相互割引制度がありますので、是非ご利用ください。

三
万
年
に
わ
た
る
き
の
く
に
―
和
歌
山
県
の
歴
史
を
、人
々
の
生
活
と
文
化
を
主
題
と
し
て
、七
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
け
て
、時
代
の
順
に
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
さ
わ
れ
る
レ
プ
リ
カ
」
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

特
別
展
「
徳
川
頼
宣
と
紀
伊
徳
川
家
の
名
宝
」の
開
催
期
間
中
は
、常
設
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
は
、藩
主・武
士
だ
け
で
な
く
、農
民・町
人
に
至
る
ま
で「
手
習
い
」
＝
書
道
教
育
の
効
果
が
及
び
、

ま
た
そ
れ
を
漢
詩
文
な
ど
の
作
品
に
昇
華
す
る
こ
と
も
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、江
戸
時
代・
き
の
く

に
の
人
び
と
の
書
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
26
日（
火
）～
１
月
31
日（
金
）は
、
展
示
室
内
照
明
改
修
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

企
画
展
「LO

V
E （your

） LIFE !　

ま
い
に
ち
が
ア
ー
ト
」

 

会
期 

2 
0 
1 
9
年
4
月
27
日（
土
）～
6
月
30
日（
日
）

特
別
展�

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
シ
ー
ン

　
　
　
　

 

─
ロ
ス
コ
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
か
ら
草
間
彌
生
、
バ
ス
キ
ア
ま
で
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
6
月
8
日（
土
）～
9
月
1
日（
日
）

企
画
展
「
な
つ
や
す
み
の
美
術
館
9　

水
と
美
術 featuring 

坂
井
淑
恵
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
7
月
9
日（
火
）～
9
月
8
日（
日
）

企
画
展
「
時
代
の
転
換
と
美
術　

大
正
と
そ
の
前
後
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
9
月
18
日（
水
）～
10
月
20
日（
日
）

特
別
展
「
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」

 

会
期 

2 

0 

1 

9
年
11
月
2
日（
土
）～
12
月
15
日（
日
）

最新のさわって読む図録
（『さわって読み解く那智参詣曼荼羅』）

墨字・写真と点字・触図の重なり（『世界遺産・高野山の歴史』）




